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1. 比率補定とその一般化 

比率補定（ratio imputation）は、補定を行う目的変数 y が、ある単変量の説明変数 x との比がほぼ定数になる

場合に使用される。 y と x の比  を、x と y がともに欠測のない観測値を用いて ̂ = ∑ ∈ ∑ ∈⁄  によ

り推定し、欠測値  を推定値 =  により補定する(Cochran, 1977, p.31)。ここで、”obs”は欠測のない観

測値のレコードを示す。一般的にこの補定のモデルは = + ,       ~ (0, )                                                   (1) 
と表現され、その誤差項  は平均 0 で分散が x に比例する独立でランダムな変数である(Cochran, 1977, p.158)。

これを、x と関係を持たない誤差項 = /  により書き換えると、 =  + ,     ~ (0, ) .                                                                                        
さらに、  を任意の定数として、誤差項を =  という形に拡張すると、そのモデルと推定量 ̂ は、 =  + ,       ̂ = ∑∑ ( ) .                  (2) 
2. 提案するロバスト化手法 

モデル(2) に M-推定量の考え方を導入したロバスト化比推定量 ̂ 、そのモデル式と残差 ̂  は、 ̂ = ∑∑ ,       =  + ,  ̂ = − ̂ .                (3) 
 この推定量の計算は、Bienias et al.（1997）による回帰のための繰返し加重最小二乗法（IRLS: Iteratively 

Reweighted Least Squares）に準拠し、ウェイト関数は Tukey の biweight ̂ = ( ) = 1 −        | | ≤  0                           | | > . 
残差の尺度を平均絶対偏差(AAD)として、その平均変化率が 1%未満で収束とする。経験的に 3 から 8 の間でユ

ーザーが任意に設定する調整定数 c は、ロバスト性が最も低い 8 を選択した。 

3. モデル選択 

 売上高、給与総額及び費用総額の欠測値について、それぞれ費用総額、費用総額、売上高を説明変数として補

定を行うために、 = 1 と 1/2 の場合について実データによるシミュレーションによるモデル選択を行い、 =1/2  を採用した。 
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